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＜中学３年生＞ 

生命（遺伝の規則性と遺伝子） 

遺伝の規則性と遺伝子について考えよう 

年  組  番 名前 

１ エンドウの種子には、丸いものとしわのあるものがある。「丸い種子」ができるエンド

ウどうしをかけあわせてできる種子には、「丸い種子」と「しわのある種子」ができるこ

とがある。しかし、「しわのある種子」ができるエンドウどうしをかけあわせてできる種

子は、すべて「しわのある種子」になる。丸い種子をつくる遺伝子を「Ａ」、しわのある

種子をつくる遺伝子を「ａ」として、あとの各問いに答えなさい。 

（１） 優性形質は、「丸い種子」と「しわのある種子」のどちらか、答えなさい。また、

そのように考えた理由を簡単に書きなさい。 

 

  

 

 

 

 

 

（２） 丸い種子をつくる遺伝子の組み合わせを、２つ答えなさい。 

 

 

（３） しわのある種子をつくる遺伝子の組み合わせを１つ答えなさい。 

 

 

（４） 丸い種子ができるエンドウどうしをかけあわせたとき、子には丸い種子としわのあ

る種子ができた。このとき、かけあわせた親のエンドウの遺伝子の組み合わせは何か、

答えなさい。 

                                        

 

（５） 丸い種子ができるエンドウどうしをかけあわせたとき、子は、すべて丸い種子だっ

た。このとき、かけあわせた親のエンドウの遺伝子の組み合わせは何か、考えられる

組み合わせをすべて答えなさい。 

 

 

 

        

 

    

形質    

理由  



Ａａ と Ａａ 

ＡＡ と ＡＡ  Ａａ と ＡＡ 

 

解答例 

 

＜中学３年生＞ 

生命（遺伝の規則性と遺伝子） 

遺伝の規則性と遺伝子について考えよう 

年  組  番 名前 

１ エンドウの種子には、丸いものとしわのあるものがある。「丸い種子」ができるエンド

ウどうしをかけあわせてできる種子には、「丸い種子」と「しわのある種子」ができるこ

とがある。しかし、「しわのある種子」ができるエンドウどうしをかけあわせてできる種

子は、すべて「しわのある種子」になる。丸い種子をつくる遺伝子を「Ａ」、しわのある

種子をつくる遺伝子を「ａ」として、あとの各問いに答えなさい。 

（１） 優性形質は、「丸い種子」と「しわのある種子」のどちらか、答えなさい。また、

そのように考えた理由を簡単に書きなさい。 

 

  

 

 

 

 

 

（２） 丸い種子をつくる遺伝子の組み合わせを、２つ答えなさい。 

 

 

（３） しわのある種子をつくる遺伝子の組み合わせを１つ答えなさい。 

 

 

（４） 丸い種子ができるエンドウどうしをかけあわせたとき、子には丸い種子としわのあ

る種子ができた。このとき、かけあわせた親のエンドウの遺伝子の組み合わせは何か、

答えなさい。 

                                        

 

（５） 丸い種子ができるエンドウどうしをかけあわせたとき、子は、すべて丸い種子だっ

た。このとき、かけあわせた親のエンドウの遺伝子の組み合わせは何か、考えられる

組み合わせをすべて答えなさい。 

形質 丸い種子   

理由 【例】「丸い種子」ができるエンドウどうしをかけ合わせたとき、「丸い種子」

だけでなく、「しわのある種子」ができることから、かけあわせた元の「丸い

種子」ができるエンドウは、「丸い種子をつくる遺伝子」と「しわのある種子

をつくる遺伝子」の両方を持ち、丸い種子をつくる遺伝子によって優性形質が

現れていたと考えられるため。 

ＡＡ Ａａ 

ａａ 



＜中学校３年生＞ 

生命（遺伝の規則性と遺伝子） 

遺伝の法則を考えよう 
年  組  番 名前 

 

１ メダカの体の色は、黒色と黄色が対立形質です。 

太郎さんは黒色のメダカ（親）を２匹水槽で飼っていました。花子さんは黒色のメダカ

（親）と黄色のメダカ（親）を１匹ずつ水槽で飼っていました。あるとき、それぞれの水

槽で、３匹の子が生まれました。どちらの水槽も、黒色のメダカ（子）２匹と黄色のメダ

カ（子）が１匹でした。あとの各問いに答えなさい。 

（１）体の色が黒色と黄色ではどちらが優性形質か、書きなさい。また、そのように考えた

理由を書きなさい。 

優性形質の色 

理由 

 

 

 

 

 

 

 

（２）太郎さんが飼っていたメダカ（親）から、黄色のメダカが生まれる確率は何％である

と考えられるか、書きなさい。 

                                  

  

 

 

（３）花子さんが飼っていたメダカ（親）から、黄色のメダカが生まれる確率は何％である

と考えられるか、書きなさい。 

 

  

 

 

 

（４）黄色のメダカの両親から、黒色のメダカが生まれる確率は何％であると考えられるか、

書きなさい。  

 

 

 

 

  

  ％ 

  ％ 

  ％ 

【ヒント】 体の色が黒色になる遺伝子をＡ、体の色が黄色になる
遺伝子をａとすると、太郎さんが飼っていた黒色のメダカ（親）は
は２匹ともＡａです。Ａａの両親からａａの子が生まれる確率を考
えてみましょう。 

【ヒント】 体の色が黒色になる遺伝子をＡ、体の色が黄色になる
遺伝子をａとすると、花子さんが飼っていた黒色のメダカ（親）は
はＡａ、黄色のメダカ（親）はａａです。Ａａとａａの親からａａ
の子が生まれる確率を考えてみましょう。 

【ヒント】 
体の色が黒色になる遺伝子をＡ、体の色が黄色になる遺伝子をａと
すると、黄色のメダカはａａです。ａａの両親からＡＡやＡａが生
まれる確率を考えてみましょう。 

【ヒント】 太郎さんが飼っていたメダカ（親）は２匹とも黒色ですが、子には
黄色のメダカも生まれています。このことに注目して考えるとよいでしょう。 



＜中学校３年生＞ 

生命（遺伝の規則性と遺伝子） 

遺伝の法則を考えよう 
年  組  番 名前 

 

１ メダカの体の色は、黒色と黄色は対立形質です。 

太郎さんは黒色のメダカ（親）を２匹水槽で飼っていました。花子さんは黒色のメダカ

（親）と黄色のメダカ（親）を１匹ずつ水槽で飼っていました。あるとき、それぞれの水

槽で、３匹の子が生まれました。どちらの水槽も、黒色のメダカ２匹（子）と黄色のメダ

カ（子）が１匹でした。あとの各問いに答えなさい。 

（１）体の色が黒色と黄色ではどちらが優性形質か、書きなさい。また、そのように考えた

理由を書きなさい。 

優性形質の色 

理由 

 

 

 

 

 

（２）太郎さんが飼っていたメダカ（親）から、黄色のメダカが生まれる確率は何％である

と考えられるか、書きなさい。 

                                  

  

 

 

 

（３）花子さんが飼っていたメダカ（親）から、黄色のメダカが生まれる確率は何％である

と考えられるか、書きなさい。 

 

  

 

 

 

 

（４）黄色のメダカの両親から、黒色のメダカが生まれる確率は何％であると考えられるか、

書きなさい。  

 

黒色 

 
（例）太郎さんの飼っていた２匹の黒色のメダカ（親）から黒色と黄色のメダカ（子）

が生まれたことから、親の黒色のメダカは体の色が黒色になる遺伝子と黄色に
なる遺伝子を両方持っていたと考えられ、その親メダカの体の色が黒色であっ
たことから、黒色が優性形質であるとわかる。  

25   ％ 

50    ％ 

０   ％ 
◆解説◆ 
黄色のメダカの遺伝子はａａで、黄色のメダカの両親から生まれた子の

遺伝子も必ずａａです。よって、黒色になるＡＡやＡａの子は生まれない
ため、確率は０％です。 

◆解説◆ 
黒色のメダカ（子）と黄色のメダカ（子）が生まれたことから、花子さ

んが飼っていた黒色のメダカ（親）の遺伝子はＡａ、黄色のメダカ（親）
の遺伝子はａａです。Ａａとａａの両親からａａの子が生まれる確率は、
Ａａ：ａａ＝１：１より、50％とわかります。 

◆解説◆ 
体の色が黒色になる遺伝子をＡ、体の色が黄色になる遺伝子をａとする

と、太郎さんが飼っていた黒色のメダカ（親）は２匹ともＡａです。Ａａ
の両親からａａの子が生まれる確率は、ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１よ
り、25％とわかります。 

答えと解説 



＜中学校３年生＞ 

生命（遺伝の規則性と遺伝子）  

遺伝子の伝わり方 

  年   組   番  名前 

１ 以下の会話文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）  A  に当てはまる内容を、「花の色」という言葉を使って書きなさい。 

 

 

 

 

（２）  Ｂ  ～  Ｄ  に当てはまる言葉をそれぞれ書きなさい。 

 

 

 

 

先生：代々赤い花を咲かせるマツバボタンと、代々白い花を咲かせるマツバボタンがあ

ります。このように、親、子、孫と代を重ねてもその形質が同じであるものを純

系と言います。 

この純系の赤い花の花粉を純系の白い花のめしべにつけて、できた種子をまいて

育てた子は、全て赤い花を咲かせます。 

生徒：なぜ、白い花が咲かないのですか。また、反対に、純系の白い花の花粉を純系の

赤い花のめしべにつけてできた種子をまいて育てた子は、すべて白い花になるの

ですか。 

先生：いい質問ですね。このときも全て赤い花が咲きます。このことから、   Ａ  に

は関係がないことがわかります。 

生徒：なぜ、どちらの場合も全て子が赤い花になるのですか。 

先生：マツバボタンの花の色の「赤」と「白」のように、ある１つの形質について同時

に現れない形質が２つあるとき、これらの形質を  Ｂ  といいます。そし

て、  Ｂ  をもつ純系どうしをかけ合わせたとき、子が親のいずれか決ま

った一方と同じ形質が現れることを、  Ｃ  といいます。赤色のように子

に現れる形質を優性形質、白い花のように子に現れない形質を  Ｄ  と言

います。 

さらに、純系の赤い花の花粉を純系の白い花のめしべにつけて、できた子を自家

受粉させたとき、できた孫の種子をまくと、花の色は「赤色：白色＝  Ｅ  」

となります。 

生徒：では、できた孫をさらに自家受粉させると花の色はどうなるのですか。 

先生：いい質問ですね。このことについて、みんなで考えていきましょう。 

 

Ｄ    Ｃ    Ｂ    



（３）  Ｅ  に当てはまるものを次のア～キから選んで書きなさい。 

   ア １：１  イ １：３  ウ ３：１   

エ ３：５  オ ５：３  カ ５：７ 

  キ ７：５ 

 

 

（４） （３）のように記号を選んだ理由を説明しなさい。ただし、赤い花の遺伝子

を「Ｒ」、白い花の遺伝子を「ｒ」と表すものとし、理由の説明に必要がある

場合のみ用いればよいものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



＜中学校３年生＞ 

生命（遺伝の規則性と遺伝子）  

遺伝子の伝わり方 

  年   組   番  名前 

１ 以下の会話文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）  Ａ  に当てはまる内容を、「花の色」という言葉を使って書きなさい。 
 

 

 

 

（２）  Ｂ  ～  Ｄ  に当てはまる言葉をそれぞれ書きなさい。 

 

         

 

 

解答例 
ね ら い：遺伝子の伝わり方が理解できるようにする。 

想定場面：遺伝子のしくみの授業後 

先生：代々赤い花を咲かせるマツバボタンと、代々白い花を咲かせるマツバボタンがあ

ります。このように、親、子、孫と代を重ねてもその形質が同じであるものを純

系と言います。 

この純系の赤い花の花粉を純系の白い花のめしべにつけて、できた種子をまいて

育てた子は、全て赤い花を咲かせます。 

生徒：なぜ、白い花が咲かないのですか。また、反対に、純系の白い花の花粉を純系の

赤い花のめしべにつけてできた種子をまいて育てた子は、すべて白い花になるの

ですか。 

先生：いい質問ですね。このときも全て赤い花が咲きます。このことから、  Ａ  に

は関係がないことがわかります。 

生徒：なぜ、どちらの場合も全て子が赤い花になるのですか。 

先生：マツバボタンの花の色の「赤」と「白」のように、ある１つの形質について同時

に現れない形質が２つあるとき、これらの形質を  Ｂ  といいます。そし

て、  Ｂ  をもつ純系どうしをかけ合わせたとき、子が親のいずれか決ま

った一方と同じ形質が現れることを、  Ｃ  といいます。赤色のように子

に現れる形質を優性形質、白い花のように子に現れない形質を  Ｄ  と言

います。 

さらに、純系の赤い花の花粉を純系の白い花のめしべにつけて、できた子を自家

受粉させたとき、できた孫の種子をまくと、花の色は「赤色：白色＝  Ｅ  」

となります。 

生徒：では、できた孫をさらに自家受粉させると花の色はどうなるのですか。 

先生：いい質問ですね。このことについて、みんなで考えていきましょう。 

 

（例）受粉しためしべの花の色と子の花の色 

Ｄ   劣性形質 Ｃ   優性の法則 Ｂ   対立形質 



（３）   Ｅ  に当てはまるものを、次のア～キから選んで書きなさい。 

   ア １：１  イ １：３  ウ ３：１   

エ ３：５  オ ５：３  カ ５：７ 

  キ ７：５ 

 

 

 

 

 

 

（４） （３）のように記号を選んだ理由を説明しなさい。ただし、赤い花の遺伝子

を「Ｒ」、白い花の遺伝子を「ｒ」と表すものとし、理由の説明に必要がある

場合のみ用いればよいものとする。 

 

 

 

 

 

 

ウ 

（例）赤い花の遺伝子をＲ、白い花の遺伝子をｒとすると、純系の親からできた

子の遺伝子はすべてＲｒとなり、その子を自家受粉させてできる孫の遺伝子

の組み合わせは、ＲＲ、Ｒｒ、Ｒｒ、ｒｒとなり、また、それぞれが等しい

割合でできる。Ｒの遺伝子を持つものが赤色、ｒの遺伝子をもつものが白色

になるため、赤色：白色＝（ ＲＲ + Ｒｒ + Ｒｒ ：ｒｒ ）＝３：１となるた

め。 

【ここがポイント】 
赤い花の遺伝子をＲ、白い花の遺伝子をｒとすると、純系の

親からできた子の遺伝子はすべてＲｒとなり、その子を自家受
粉させてできる孫の遺伝子はＲＲ、Ｒｒ、Ｒｒ、ｒｒとなる。
Ｒの遺伝子を持つものが赤色、ｒの遺伝子をもつものが白色に
なるため、赤色：白色＝３：１となる。 



＜中学校３年生＞ 

 

 

 

 

 

 

理科の授業で生物が成長するとき、細胞はどうなるのかを考えた。Ａさんは、「細胞の１

つ１つが大きくなるのはないか」と考え、Ｂさんは「細胞の数が増えるのではないか」と考

えた。そこで、成長するときの細胞を調べるために、次の実験を行った。 

 

【実験】ソラマメの根の成長を調べる実験 

① １ｃｍぐらいに発芽したソラマメの根に、等間隔に印をつける。 

② 図１のような装置をつくり、ピンでスポンジに留め、成長の様子を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】１日後～３日後の根のようすは、図２のようになった。 

 

（１） ソラマメの根の成長の様子を、図２の結果から、成長の特徴がわかるように簡単に

説明しなさい。 

 

 

 

 

（２）  ソラマメの根の成長している時の細胞のようすを観察するために、染色液で染色し

観察した。その結果が、次の図ア～図ウである。 

図ア～ウの細胞の様子から、根が成長するとき、細胞はどのように変化すると考え

られるかを、ＡさんとＢさんにわかりやすく説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生命（生物の成長と殖え方～細胞分裂と生物の成長～） 

生物が成長するときの細胞の特徴を説明しよう 

                年  組 名前 

 

 



＜中学校３年生＞ 

解答例 

 

 

 

 

理科の授業で生物が成長するとき、細胞はどうなるのかを考えた。Ａさんは、「細胞の１

つ１つが大きくなるのはないか」と考え、Ｂさんは「細胞の数が増えるのではないか」と考

えた。そこで、成長するときの細胞を調べるために、次の実験を行った。 

 

【実験】ソラマメの根の成長を調べる実験 

① １ｃｍぐらいに発芽したソラマメの根に、等間隔に印をつける。 

② 図１のような装置をつくり、ピンでスポンジに留め、成長の様子を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】１日後～３日後の根のようすは、図２のようになった。 

 

（１） ソラマメの根の成長の様子を、図２の結果から、成長の特徴がわかるように簡単に

説明しなさい。 

 

 

 

 

（２）  ソラマメの根の成長している時の細胞のようすを観察するために、染色液で染色し

観察した。その結果が、次の図ア～図ウである。 

図ア～ウの細胞の様子から、根が成長するとき、細胞はどのように変化すると考え

られるかを、ＡさんとＢさんにわかりやすく説明しなさい。 

 

 

 

生命（生物の成長と殖え方～細胞分裂と生物の成長～） 

生物が成長するときの細胞の特徴を説明しよう 

                年  組 名前 

根全体が成長するのではなく、根の先端近くの部分だけが成長している。 

【ここをチェック】 

図２の根の成長部分を、部分を区別してわかりやすく説明できていますか。 

細胞が分裂して、数を増やした後、

その細胞１つ１つが大きくなって成

長しています。 

 

【ここをチェック】 

・大きさと数に注目していますか。 

・各図が同じ倍率で観察しているこ

とに気づいていますか。 

・図アでは、どのようなことが起こ

っていますか。 


